
第１回子どもの学びをトコトン支える県民の会

学校現場の状況

長野市立裾花中学校長 土屋次男

長野市立緑ケ丘小学校長 野口茂雄

令和７年７月３日(木)

資料1



各学校がめざすもの

自ら問いを立て、方法を考え、仲間と協働し、新たな価値を創
り出す生徒
重点１ 思いやりの心と規範意識を育む人づくり

重点２ 主体性と創造性を育む授業づくり

重点３ 地域と共にある学校づくり

長野市立裾花中学校

子どもも先生も「おもしろい」を実感する学校
～ポジティブな感情をもち、自分ごととしてとらえられる子ども・先生をめざして～

「未来は、きっと おもしろい」

「子ども・保護者・地域・先生が幸せをめざす学校」

長野市立緑ケ丘小学校



教員の風土 内的要因

子どものためなら、ずく をおしまない

よいクラス・学年を作りたい

保護者の期待に応じたい

能率よりやりたいこと

話すことが好き

前例踏襲する雰囲気

外的評価を気にする



社会の風潮 外的要因

新たな教育 拡大するニーズと分業化

ＳＮＳ、メディアリテラシー

学校の人間関係のトラブル 学校に起因

学校への期待・矛先

宿題の量的期待

学校へ過度な期待

福祉的視点の肥大化



時間外勤務の推移

義務教育課調査 12月平均時間外勤務・持帰仕事時間の推移



学校の業務の中で負担に感じていること

義務教育課令和５年調査 上位３つまで
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働き方改革に係るワーキング会議業務の分析
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とする風土

責任を問われる
かもしれないと
いう恐れ

子どもたちのた
めという教師の
使命感

1校だけで改革
を進める不安

手続きの
煩雑さ

〇これまで続けてきたことを急にやめることは保
護者や地域の理解を得られないと学校は考える
〇子どものために教師がやるのが当たり前とする
教師の思い

〇トラブルが生じたとき、学校が責められ
るという不安
〇大きな動きがないと、単独ではやめられ
ない

〇申請・更新などの手続きのわずらわし
さ

改革を
阻む
要因

Ａ（内的要因） Ｂ（外的要因） Ｃ（物理的要因）

登下校指導

生徒指導いじめ指導

保護者対応 支援会議

ＰＴＡ

部活動 地域移行

自動採点システム導入
テスト作成

下校時刻を早める

スクールロイヤー

給食時の対応

スクールカウンセラーの常駐化

学校徴収金(給食費等の公会計化)
校内清掃、草取り、環境整備

ＩＣＴ教育、情報モラル教育の推進

教員の配置

Ａ 会議の開始遅くても保護者の都合を優先する
連絡は電話で子どもの様子をしっかり聞きたい

という担任の思い

Ｂ 社会全体で学校を支えようという意識の希薄さ

Ｃ 予算確保の困難さ（例えば留守番電話）

Ａ 学校外のトラブルでも学校
が解決するという認識の定着

Ｂ 学校の指導体制・管理体
制を問われることへの不安

Ａ部活を通して子どもを育てるという教師の意識、伝統

Ｂ 市教委や地域の推進力の欠如

Ａ クラブに入っているかどうかの不平等感

Ｂ 下校後の事故やトラブルに対する学校の責任
学校により下校時刻が違うことの保護者の受け止め

Ａ 自分で定着度ををつかむため
自作したいという思い

Ｂ 市町村教委による予算付けの困難さ

Ｃ テストの回数や作成者の調整
Ａ 担任の裁量度の低下
（物品購入や業者）

Ａ これまでやってきたことを急にやめられない
安全指導は学校が行うという固定観念

Ｂ 事故やトラブルに対する学校の責任
保護者からのクレームなどに耐えられるかという不安

Ｂ 学校が貸与したタブレットによるトラブル
は学校の責任という恐れ

Ａ 紙による教育を大切にする教師の意識

Ａ これまでやってきたこと
をやめる抵抗感

Ｂ 1校だけ辞められない

Ｂ 担任が休憩中にトラブルがあった場合の責任問題

Ａ 給食指導は担任がおこなうという責任感・使命感

Ｃ 支援員の不足

Ａ 無言清掃の伝統、心を磨く大事な活動という意識

Ｃ 加配の自由度を上げてほしい

Ｃ スクールカウンセラーの増員

Ｃ 手続きの煩雑さ



多様な業務の対応に追いつかない小学校の現状

■使命感・子どもを託すことへの抵抗感

■よい先生≒何でもできる先生 批判に敏感

■できない と言えない気質 過小評価を厭う

■多義に及ぶ個別支援 柔軟さに限界

■休めない重圧 申し訳ない思いや迷惑感

■信頼が損なわれた時の焦燥感や不安感



中学校改革を阻む要因
「個別対応が必要な生徒への対応事例」

■授業中の教室からの抜け出しと徘徊対応

■学力保証

■不登校・いじめ対策

■生徒の事故防止と事故対応

■部活動指導への対応

■地域や関係機関との連携



増加する多様な業務
学びの本質を大事にするために

学校・教師が担う業務に係る３分類 Ｈ31文科省



一校からの発信力は強くない

■学校は追い風や後押しが欲しい

■一校の優れた成果は普及しない

■業務内容の検討を学校も含め多くの方でご

検討いただくことがありがたい


